
 

 
 

海外派遣留学プログラム 留学中報告書 
所属：国際教養学部 
学年：2年 
留学先大学名：University of Alberta 
現在の学期：Fall Semester 
時間割： 
曜日 履修科目名・時間等 
月 10：00〜10：50 Introduction to Microeconomics 

13：00〜13：50 Basic Psychological Processes 
 

火 9：30〜10：50 Introductory Sociology 
 

水 10：00〜10：50 Introduction to Microeconomics 
13：00〜13：50 Basic Psychological Processes 
 

木 9：30〜10：50 Introductory Sociology 
 

金 10：00〜10：50 Introduction to Microeconomics 
13：00〜13：50 Basic Psychological Processes 
 

土・日  
 

 
履修科目や近況について 
Introduction to Microeconomicsは経済の基本について学ぶ授業で、お金の動き方や市場
について詳しく学びます。基本月曜はオンラインでテキストや授業動画を見て2単元分自
主勉強し、水曜、木曜は授業で周りの人と話し合いながら先生からの質問に答えていく
授業スタイルです。成績は、普段の宿題の小テストの結果や動画作成の課題、中間と期
末テストで決まります。 
Basic Psychological Processes は心理学の一番基礎を学ぶ科目で、情報伝達の方法や脳
について学びます。評価は計三回の中間期末テストと、実験への参加率で決まります。
実験は授業以外の時間で、自らネット予約して参加するものです。専門用語が多く出る
授業ですので、授業前に毎回予習を行なっています。 
Introductory Sociology は社会の構造を勉強する授業で、今の社会のあり方の良いところ
や問題点を学びます。評価は計三回の中間期末テストで決まります。 
授業に関しては、全て録音をしており、授業中聞き逃した部分や、よくわからなかった
単語を調べるために、何回か聞き直して復習をしています。 



 

 
 

近況：渡航から一ヶ月が経って、ようやく生活に慣れたところ、コロナにかかり、最近
回復したばかりです。キャンパスは想像以上の広さで、最初は教室にたどり着くのに
google map をずっと使っていました。最近では、大体の建物同士が地下などで繋がって
いると聞き、すでに気温が低くなり始めているので、外に出ずに教室まで行く道を覚え
ています。サークルでは会話クラブに入り、さまざまな国の人と毎週決められたトピッ
クやその他の話題を話しています。食事面では、外食がとても高いため、ほぼ自炊をし
ており、学校の周辺には少し高めのアジアスーパーや、少し遠くだと安めの地元のスー
パーがあるので、それらに毎週買い物に行って食材を揃えています。移動には主にバス
を使用しており、ほぼ時間通りに着くのでとても便利です。地下鉄も近くにあります
が、治安がとても良くないと聞いたため、まだ一人で乗る勇気がありません。授業やサ
ークルを通して、仲が良い友達もできたので、一緒に図書館で勉強したり、寮でパーテ
ィをしたり、週末を使って観光やショッピングに行ったりしています。直近ではハロウ
ィンがあるので、市内で開催されるさまざまなイベントにも参加したいと思っていま
す。 

 



 

 
 

海外派遣留学プログラム 留学中報告書 
所属：国際教養学部国際教養学科 
学年：2年 
現在の学期：winter semester 
時間割： 
曜日 履修科目名・時間等 
月 10:00〜10:50 STAT 161 Introductory Statistics to Business and Economics 

12:00〜12:50 ECON 281 Intermediate Microeconomics  
15:00〜15:50 ECON 102 Introduction to Macroeconomics 
 

火 11:00〜12:20 MATH 154 Calculus for Business and Economics 1 
14:00〜15:20 PSYCH 105 Individual and Social Behaviour 
 

水 10:00〜10:50 STAT 161 Introductory Statistics to Business and Economics 
12:00〜12:50 ECON 281 Intermediate Microeconomics  
15:00〜15:50 ECON 102 Introduction to Macroeconomics 
 

木 11:00〜12:20 MATH 154 Calculus for Business and Economics 1 
14:00〜15:20 PSYCH 105 Individual and Social Behaviour 
 

金 10:00〜10:50 STAT 161 Introductory Statistics to Business and Economics 
12:00〜12:50 ECON 281 Intermediate Microeconomics  
15:00〜15:50 ECON 102 Introduction to Macroeconomics 
 

土・日  
 

 
履修科目や近況について 
STAT161 は統計学について学ぶ授業です。評価は単元ごとの小テストと中間、期末テス
ト、そして excelを使った labというグループワークを通して行われます。 
ECON 281は市場やお金の動き方について詳しく学ぶ授業です。評価は計 2回の中間テス
トと期末テストで決まります。 
ECON102 はマクロ経済学の授業で、国の経済成長の測り方や様々な経済政策、カナダ国
内の経済について学びます。評価は単元ごとの小テスト、そして中間、期末テストを通
して行われます。 
MATH154 は微分・積分について学び、国の経済成長率などの計算にどのように応用する
かを勉強します。評価は週ごとに出される online assignment と written assignment、そ



 

 
 

して中間、期末テストで決まります。 
PSYCH105 は、人の行動や脳について学ぶ授業で、評価は単元ごとの予習クイズ、復習
クイズ、小テスト、そして中間、期末テストで決まります。 
  前期と比べて、全体的に授業進度が早く、重要なポイントを口頭で伝えられること
が多いため、授業にちゃんとついていけるよう iPad を買いました。授業スライドに直接
要点を書くことができるので、予習と復習の効率が格段と上がりました。また、宿題や
小テストが多いため、毎日勉強しなければ何かしらの締切を逃してしまう状況です。 
 
  生活においては、年末くらいにカナダの本格的な冬を体
験することができました。気温は氷点下 38度まで下がり、外
に出れば髪の毛が凍り、深呼吸をすると咳込んでしまうほど
寒かったです。しかし一度建物の中に入れば、半袖で過ごせ
るほど暖房が効いており、また、学内の建物は大体繋がって
いるため外に出ることがほとんどなく、何とか無事に乗り切
ることができました。右の写真は、学校の近くにある Emily 
Murphy Park で撮った写真です。12月の上旬くらいに撮った
のですが、下旬には川全体が凍っており、川の上を歩く人がちらほらいました。 
  また年末年始にはたくさんのイベントが開催され、特にハロウィンでは学校の隣に
ある whyte avenue という繁華街が大盛り上がりでした。街中に仮装した人で溢れ、学生
が集まりやすいお店には長蛇の列が出来上がっていました。夜になると、予想以上に大
麻の匂いや酔っ払った人が多かったので、急遽計画を変更して友人とホームパーティを
開きました。大晦日は、ダウンタウンの市役所前で花火大会が
開かれ、20 分くらいでしたが多くの人が集まり、また近くで
はステージパフォーマンスが行われ、みんなで大合唱するな
ど、大盛り上がりでした。 
  旅行は週末を使って、友人の運転で Banffに行きました。
曇りで少し残念でしたが、それに負けないくらい景色がとても
綺麗で、空気が澄んでいました。年が明けるとすぐに winter 
semester が始まり、想像以上に学業に追われ、年末にバン
クーバーに旅行に行けばよかったなと後悔するばかりです。 
  最近では、期末テストのシーズンが近づいてきたので、学
内では夜遅くまで図書館で勉強する学生を多く見かけます。こ
の時期になると、勉強でメンタルを削られる生徒が出てくるため、大学側はメンタルケ
アとして犬と触れ合える場を作ったり、お菓子フェアなど色んなイベントを企画して、
学生の精神面をサポートしようとしているらしいのですが、日本の大学では中々体験で
きないことなので、すごく新鮮でした。 
  留学生活も残り一ヶ月となってきたので、テストのプレッシャーに負けず頑張って
行きたいと思います。また授業自体は 4 月上旬に終わり、それからテスト期間になるの



 

 
 

で、もし時間があれば旅行したり、カナダっぽい体験をもっとしてみたいなと思いま
す。 
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